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平成30年度 右京区社会福祉大会

第30回右京福祉のまちづくり学校

藤松 素子 氏（佛教大学 社会福祉学部 教授）

協力　右京区民生児童委員会

長年にわたり右京区の地域福祉事業の向上に貢献いただいた方々

を称える右京区社協会長表彰、社会福祉活動協力者への感謝状贈呈

が、９月７日（金）ANAクラウンプラザホテル京都にて行われ、学

区社会福祉協議会をはじめ民生児童委員・老人福祉員、社会福祉関

係団体功労者らに表彰状が授与されました。受賞されました皆様、お

めでとうございます。

右京区社会福祉大会の第１部では、今年で30回目を迎える右京福祉のまちづくり学校が開催されました。今回は「地域福祉活動の成

り立ちを知る・探る」をテーマに区内の地域福祉関係者ら160名が集まる中、区内の３つの活動報告からこれからどのように地域福祉活

動をすすめていくかについて学びを深めました。活動報告に先立ち、藤松素子 氏（佛教大学 社会福祉学部 教授）より基調講演がおこな

われ、地域福祉活動に取組む上で押さえておきたい3つの視点を紹介。その上で、地域の課題を解決していくには、多様な人たちや既

存の組織・団体とうまくつながりながら相乗効果を促していくことが大切だと述べられました。

地域で福祉活動を展開していくには、「何をするか」ではなく、活動を「どうはじめていく

のか」のプロセスがとても大事です。私たちにとって地域社会とは、子どもから高齢者ま

で多くの方が共生しています。その中で、誰もがその人らしく暮らしていける社会をつ

くっていくにはお互いを知ることと地域の実態を掴むことが大切です。右京区では15

歳未満の人口比率は京都市の平均よりも高くなっており、数値からみれば高齢者も多

く、また子どもの数も増えていると推測できます。

そして、もう一つ大切なのは、そこで暮らす人の声を聴くことです。それは日々の活

動や取組みを通じて聞き取ることができると思います。そこで知り得た情報を地域福祉活

動に結びつけていくためにはみんなで共有し、話し合うことがとても大事です。「活動のため

の活動をするのではなく、今本当に必要なことを行う」ことが求められています。地域にはさまざ

まな人がおられますし、さまざまな組織や団体に属されている方、施設や専門職といった方々もおられます。そのような人たち

の力を上手に借りながら、そして連携しながらすすめていくことが地域で福祉活動を展開するうえでとても大切です。

140名､1企業､1施設､
3団体に表彰授与

① 地域の実態を知ろう
② 住民の声に耳を傾けよう
③ 多様な人々と多様な組織とうまくつながって､相乗効果を高めよう

基調
講演

地域で福祉活動を
すすめる上での

３つの大切な視点

地域福祉活動の展開のために



報告者　西院第二社会福祉協議会
　　　　会長　鈴木 義康 氏

活動
報告 新たなニーズに即した地域福祉活動の展開②

●鈴木：以前から西院第二社協では「学区社協の事業や地域での集まりは、
どこも女性でいっぱいで男性は参加しづらい」との声があがっており、男性
参加者が少ないことはこれまでも課題になっていました。また、週に１回実
施されている体操教室も参加者は女性が圧倒的に多く、男性がなかなか参
加しにくい状況が続いていました。そこで、何とか男性に参加していただき
たいと、29年9月からは男性のみの体操教室を月に2回開催するようにし、
さらに30年4月には、外出する機会が少なくて、家に閉じこもりがちな高
齢者の居場所づくりができないかと「男の料理教室」を開催しました。

●藤松 Co：「男性は参加しづらい」との声を聞かれて、さまざまな事業展開
を試みておられたということですが、参加された方の様子はいかがでした
か。

●鈴木：参加された方々の様子を伺っていると、皆さんが本当に楽しんでい
るのがわかり、このような居場所を楽しみにしてくださっていたことを改め
て感じとることができました。また、参加者からは次回の開催を要望する声
も数多く聞かれたことは大変嬉しいことでした。楽しんで参加していただく
ことが事業の継続にはとても大切であると思います。今後も試行錯誤を続

けながら、継続的におこなっていきたいと考えています。
●藤松 Co：「男性の料理教室」の企画づくりで気をつけられた点などはあり
ますか。

●鈴木：理論的な料理教室ではなく、参加者が本当に楽しめる内容であれば
参加していただけるはずだと
いう思いで企画づくりをすす
めてきました。

●藤松 Co：今後の男性の活動
への参加促進についてのお考
えをお聞かせください。

●鈴木：西院第二社協としては、
「男の料理教室」と「男性の
体操教室」この２つを大きな
柱としていきたいと思います。
参加者の方々がより地域の人と関わりを深め、生きがいを持って活動して
もらうことが大事になってくると考えています。

報告者　常磐野社会福祉協議会
　　　　会長　田中 藤江 氏、事務局 桑田 恵里子 氏

活動
報告 いま地域住民は何を期待している？学区社協による調査活動③

報告者　養護老人ホーム 愛宕ゆうこうの郷
　　　　生活相談員　小西 勇樹 氏

活動
報告 山間地域における高齢者の買い物支援①

●小西：宕陰地域は、京都市の市街地からは愛宕山を挟んで正反対の位置に
あり、同地域には商業施設や医療機関はなく、公共交通機関のバスは1日
の本数も少ない状況です。そのような地域の唯一の福祉施設として、私が
勤める養護老人ホーム 愛宕ゆうこうの郷があります。

●藤松 Co：施設に入居されている利用者さんだけでなく、地域にも目を向け
ながら施設とのつながりをつくっていくには、どのような難しさがありますか。

●小西：地域は大きく2つの集落にわかれており、車や徒歩での移動が難し
い高齢者にとっては、同じ学区に住みながらも出会う機会や交流する場が
少ないのが地域の課題といえます。入所者にとっても、地域でお住いの高
齢者にとっても、外出の機会を増やしてほしいとの声は以前からあがってい
ましたので、地域の中にある施設として住民同士の集える場をつくることと、
宕陰・水尾の山間地域で暮らしておられる高齢者が生きがいを持って生活
をおくれるように何らかのお手伝いできないかと考えていました。

●藤松 Co：施設職員でありながらも地域の人の声を聞くことでその地域の課

題を掴まれたということですが、課題を克服していくためにどのような取組
みをされているのでしょうか。

●小西：28年度から始めている月1回の介護予防教室に参加したことで、多
くの関係機関とのつながりができました。中でも、右京区地域支え合い活動
創出コーディネーターからは宕陰地域での買い物支援についてのご提案を
いただきました。この提案は私
たちがこれまで抱えていた課題
と一致していましたので、事業
の実現に向けて協力させていた
だいています。今後も、日常生
活に不自由さを感じておられる
方に対して、住民が求められる
支援を関係機関と一緒にすすめ
ていきたいと思います。
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●田中：学区の方から「社協事業の対象は独居高齢者のものが多く、老々世
帯が対象となる事業は少ない気がする」と、ご意見をいただくことがありま
した。確かに、独居高齢者に関しては、使っていただける社協の在宅福祉サー
ビス事業があり、民生委員・老人福祉員を通じて、その実態把握もできて
はいますが、老々世帯や昼間お一人で過ごされている高齢者等については
把握ができていませんでした。そこで、これまで漠然とすすめてきた事業
を一度見直してみることが必要だと感じたことからアンケート実施への機
運が高まり、平成28年5月に社協独自の「80歳以上老々世帯訪問アンケー
ト」を実施しました。

●藤松 Co：住民の声を参考にされ、
これまでの取組みを見直されたの
ですね。アンケートの結果はいか
がでしたか

●田中：このアンケートでは、民生
委員の協力のおかげで回答率が
95％にもなりました。

●藤松 Co：とても回答率が高い素
晴らしいアンケート調査ですね。地
域の中でのいろいろな人たちとの
結びつきが強かったことが成功の秘訣ですね。学区社協の活動をすすめら
れる中で各種団体との連携はどのようにされていますか。

●田中：常磐野学区の各種団体は、学区社協の役員として

　関わっていただいています。定期的に月１回の社協会議をもちながら、日々
の事業の話しや調整など常に助け合いながら取組んでいるのが特徴です。

●藤松 Co：この結果を踏まえて、これからどのように学区社協活動をすすめた
いとお考えでしょうか。

●田中：今後は、地域における見守り活動促進事業の中の「見守り活動対象
者名簿」を活用した取組みをすすめたいと考えています。具体的には、名
簿に掲載される方に、粗品とお手紙を添えてお届けする見守り訪問活動を
民生委員・老人福祉員と連携しながらしたいと考えています。

●藤松 Co：本当に魅力的な活動を柔軟に考えておられることがわかりました。
この方法でしかできないというのではなく、やりたい取組みをどのようにし
たら実現できるのかについて、色々な人たちの力をかりながら検討しておら
れることがよくわかりました。ありがとうございました。

●藤松 Co：今回ご報告いただいた3つの取組みにおいては、関わる人がみな
さん、楽しみながら活動しておられることが伝わってきました。楽しくないと
地域は豊かになっていきません。事業を担う若い人をみんなで支える・盛り
上げるなど、地域の中でいろんな方の力をどう引き出すか、みんなと共有し
ながら、相談していくことがとても大切なのだと、報告を聞かせていただき改
めて感じました。これからも是非、バイタリティのある方たちとつながりなが
ら地域福祉活動をすすめていただければと思います。
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右京区の地域福祉発展のため貴重なご厚志を賜り誠に
ありがとうございました。大切に使わせていただきます。

　　  　　　 （平成 29 年 11 月～ 30 年 8 月）

平成29年度 右京区社協決算報告
資金収支計算書　（自）平成29年4月1日（至）平成30年3月31日　区社協本部拠点区分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円

平成30年度 右京区社協の重点課題 寄付金・物品コーナー

１. 市社協と連携した地域福祉活動計画策定の取組の
　　推進について

京都市の「京（みやこ）・地域福祉推進指針」（地域福祉計画）の改定と、そ
れにあわせた市社協のあり方検討と連携した第４期地域福祉活動計画の策定に
向けた取組を進めます。

２. 地域のニーズ、実情に応じた助け合い活動の推進
地域支え合い活動創出コーディネーターによる「京都市地域支え合い活動創

出事業」を推進し、地域や関係機関との連携のもと、元気な高齢者など担い手
づくりと地域のニーズや実情に応じた助け合い活動を進めます。

３.「健康すこやか学級」と「地域の絆づくり事業」の推進
市の委託事業である「健康すこやか学級」の広報の充実や新規利用者の受入れ、

明瞭な事業運営について、学区社協とともに推進し、あわせて地域の一体的な
取組につながるよう地域団体や関係機関との連携により「地域の絆づくり事業」
( 見守り活動・居場所づくり・相談事業 ) の推進を図ります。

４. 福祉施設等との連携による
　　「地域における公益的な取組」の推進

社協の総合力とネットワークを活かし、区地域福祉推進委員会の場を活用し
た地域協議会において、社会福祉法人による「地域における公益的な取組」の
積極的な推進を図ります。

５. 地域あんしん支援員による寄り添い支援の充実
「地域あんしん支援員」を配置し、これまでにも増して行政や関係機関、地域
との連携のもと、情報共有に努め、寄り添い支援の充実を図ります。

６. 区災害ボランティアセンターの機能強化
市災害ボランティアセンターとの連携により、学区社協との連携の在り方の

具体化や市総合防災訓練等の場において、区民周知や要配慮者ニーズの聞き取
りの実施等により効果的な運営を図ります。 寝具クリーニングサービス事業

勘定科目 予算（A） 決算（B) 差異（A) －（B）

事業活動
による収支

収入

会費収入 15,304,000 15,544,382 -240,382

寄附金収入 950,000 259,500 690,500

経常経費補助金収入 9,636,000 9,565,311 70,689

受託金収入 15,887,000 15,344,000 543,000

事業収入 2,595,000 2,525,560 69,440

受取利息配当金収入 161,000 261,853 -100,853

その他の収入 500,000 606,402 -106,402

事業活動収入計（１） 45,033,000 44,107,008 925,992

支出

人件費支出 17,000 16,704 296

事業費支出 12,057,000 10,781,048 1,275,952

事務費支出 8,531,000 8,853,588 -322,588

助成金支出 30,921,000 27,820,091 3,100,909

負担金支出 100,000 100,000 0

事業活動支出計（２） 51,626,000 47,571,431 4,054,569

事業活動資金収支差額（３）=（１）－（２） -6,593,000 -3,464,423 -3,128,577

施設整備等
による収支

収入 施設整備等収入計（４） 0 24,000 -24,000

支出 施設整備等支出計（５） 1,041,000 1,040,840 160

施設整備等資金収支差額（６）＝（４）－（５） -1,041,000 -1,016,840 -24,160

その他の活動
による収支

収入 その他の活動収入計（７） 6,635,000 4,535,062 2,099,938

支出 その他の活動支出計（８） 0 1,380 -1,380

その他の活動資金収支差額（９）＝（７）－（８） 6,635,000 4,533,682 2,101,318

予備費支出（１０） 100,000 0 100,000

当期資金収支差額合計（１１）＝（３）+（６）+（９）-（１０） -1,099,000 52,419 -1,151,419

前期末支払資金残高（１２） 39,390,000 39,388,688 1,312

当期末支払資金残高（１１）+（１２） 38,291,000 39,441,107 -1,150,107

吹田 良忠 様　　株式会社 信天堂 様　

株式会社 鈴木メンテナンス 様　　匿名寄附 様
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学区名 賛助会費（円）
太 秦 2,386,200
南 太 秦 545,000
常 磐 野 802,300
安 井 802,500
嵯 峨 野 871,800
山 ノ 内 523,600
西 院 第 一 558,802
西 院 第 二 797,500
梅 津 562,900
北 梅 津 627,100
嵯 峨 1,325,500
広 沢 702,500
嵐 山 316,000
水 尾 17,000
宕 陰 70,000
花 園 661,600
御 室 845,880
宇 多 野 504,000
高 雄 426,500
西 京 極 690,700
葛 野 406,500
京 北 853,500
合 計 15,297,382

平成29年度　賛助会費の使途内訳 平成29年度　賛助会費募集実績一覧

合計：15,297,382円

事業費
1,673,464円

事務諸費
3,292,138円

学区社協への還付金
4,589,215円

学区社協助成金
5,742,565円

ボランティアスクール ふれあいまちづくり事業（高齢者と児童との交流）

みんなの力が右京区を元気にする 賛助会員制度

賛助会員制度とは？

右京区社協では、区民の皆様のご理解と参加・応援のもとで、区社協と学区社協が取り
組む地域福祉活動を充実させるため、賛助会員を募集しています。

賛助会員とは、区社協と学区社協の活動の趣旨・目的に賛同し、区内の地域福祉活動を
財政的にご支援いただく“地域福祉の応援団”です。

学区社協が実施する主な事業

①在宅老人ふれあいまちづくり事業

　（会食会・茶話会・配食サービスなど）

②障害者地域交流事業

③寝具クリーニングサービス事業

④広報誌発行事業

⑤ボランティアスクール開催事業

⑥介護者家族等懇親会開催事業

⑦地域まつり・福祉大会開催事業

⑧子育て支援活動推進事業

⑨学区社協重点活動プラン

社会福祉協議会とは？

社会福祉協議会（以下、社協）は、地域住民や社会福祉関係者の参加
により、地域福祉の推進の役割を担い、さまざまな活動をおこなう非営利
の民間組織です。京都市では市・区・学区の三層の社協活動を推進し、学
区社協が最前線となり居場所づくりや見守り活動、相談事業、健康すこや
か学級を展開し、市・区の社協が学区社協活動の後方支援を行っています。

皆様、ご協力いただきありがとうございました。

平成30年度も賛助会員募集を行います。ご理解・ご協力のほどよろしくお願いします。
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笑顔でつなぐ人と人　〜学区社協活動トピックス〜

身近な地域での見守り活動を強化していこうと、「地域における見守り活動促進事業」に

おいて学区社協が管理している「見守り活動対象者名簿」を活用した訪問活動を常磐野社

協ではすすめています。この活動では、民生委員・老人福祉員と連携しながら名簿に掲載

される方 37 名に学区社協オリジナルのバスタオル・フェイスタオルと手紙を添えてお渡し

します。町内会に入っている方や入っておられない方など関係なく、学区社協役員らが 1

軒 1 軒に「お元気ですか」と丁寧に声をかけ、困りごとがないかの聞き取りや担当民生委

員との顔つなぎなど、地域できめ細やかな見守り活動がおこなわれています。

高齢者台帳を活用して見守り強化！（常磐野社協）

今年も 6 月からはじまった嵯峨野社協のボランティアスクール。毎年、各町内から互選で選ば

れた福祉推進委員の方を対象に計３回シリーズで行われます。最終回となった 9 月 21日、「学区

社協とは何か」をテーマに開催されました。参加者には若い女性や男性もおられ、今年に関して

は４名の若手が社協役員に加わってくれました。講義では「幼児から高齢者までが社協の対象者

です。地域のつなぎ役として、対象者に気になることがあったときには遠慮なく伝えてほしい」

と話されます。嵯峨野社協の重点活動プランは、「社協行事への参加者の年齢層を広げる取り組

みを行う」です。このプランの達成に向けて学区社協会長は「いままで社協を知らなかった方に

こそ、何をしているのか知っていただきたい」と、誰もが地域に関われるよう門扉を開いています。

地域福祉を知ってもらう場づくり・ボランティアスクール開催（嵯峨野社協）

宕陰学区の地域ケア会議では「市内から通ってくれるヘルパー事業所がなく、介護が必要となった時、

公的サービスが利用できない」や、「気軽に出かけられる場所が少ない」といった声が挙がっていました。

これに対して学区社協では、高齢者の買い物・外出支援の取組みを検討し、近隣施設からの協力のもと

30 年 7 月から 9 月の間の計 3 回の試行実施をおこないました。参加された方は「気分転換ができて嬉し

い」と好評です。行き帰りの車内では、お友達と一緒に談笑される姿がとても印象的でした。試行実施

を終えて学区社協役員は、「できる限り事業を継続していきたい」と話されています。

高齢者の買い物支援を開始！（宕陰社協）

山ノ内社会福祉協議会では、社協活動の拠点である山ノ内社会福祉会館に救命救急のための医療機器であるＡＥＤ（自動体外式

除細動器）を設置しました。これにより緊急時により迅速な救命処置が可能となります。住民の主体的な福祉活動の環境を整える

ことで、安心して活動をすすめることができます。今回、AED を設置するにあたって、学区社協役員と民生委員らは基本的な心

肺蘇生法や AED の使用方法等に関する講習会を受講しました。機器は見やすい場所に備え付けられ学区住民への啓発とこれから

の福祉活動が安全・安心につながっていくことを願っています。

「市内初！活動拠点に命を救うＡＥＤを設置」（山ノ内社協）

京北地域では台風 21 号により、1 週間も倒木による通行止めや停電が続き、日常生活に大きな影響が生じました。特に余野地

域や灰屋地域では停電が長期間に渡り、発生から 1 週間後の余野地区・灰屋地区に、包括支援センター・京北事務所と共に高齢者

の安否確認を兼ね地域を訪問しました。市社協からの災害時の食材もお持ちしました。「停電に気持ちが滅入る」等の声を聞き、少

しの時間のおしゃべりに笑顔が戻りました。灰屋地区へは、停電が復旧してもすぐに日常生活に戻れないことから、翌日高齢者に

お弁当と手紙を添えての訪問活動を行い大変喜んでいただきました。今回の災害を体験し、災害時には地域社協として避難所への

支援や情報収集などに取り組んで行かれます。

災害時における要配慮者支援（京北地域社協）
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災害ボランティアセンターとは、大規模災害時のボランティア活動拠点として設置され、区災害対策本部や
地域と連携を採りながら、被災者の困りごとの把握、ボランティアの受入及びコーディネート等を行います。「防
災の日」の 9 月 1 日、樫原水尾断層を震源とする直下型地震を想定した京都市総
合防災訓練が右京区で行われました。今年も６月の大阪府北部地震や７月の西日
本豪雨、9 月の台風 21 号など自然災害は後を絶たず、災害への危機意識が高ま
る中、区社協も訓練に参加。マニュアルに基づいた災害ボランティアセンター設

置と運営の検証のほか、住民避難訓練との連携による要配慮者支援を実施し、災害時の危機意識を高めました。

日　時　平成 31 年 1 月 29 日（火）・30 日（水）
　　　　午前 10 時～ 12 時
場　所　右京合同福祉センター
内　容　「身につけよう心の声を聞く力」
参加費　無料
定　員　20 名（先着順）
申し込み・問い合わせ
　右京区社協・右京区ボランティアセンター

ボランティアに関心のある方なら
どなたでも参加できます。 地域にはちょっとした困りごとを抱えている人がたくさんおられます。

ちょっとした困りごとも積み重なると、生活することが億劫になります。そん
な時、ちょっとした相談事ができる場や地域との交流など身近な地域で、困っ
たときに「助けてもらったり」、「助けたり」できる関係をつくろうと、28 年
度より京都市地域支え合い活動創出事業（地域支え合い活動創出コーディネー
ター）による「地域の支え合い活動入門講座」が開かれています。今年度（30
年 9 月）広沢で開催された入門講座では、「私のまわりにもひとり暮らしの高
齢者がおられます。日頃から声かけもしていますが、私にも何かお手伝いでき
るのではないかと思い受講しました」と、60 ～ 80 代の 17 名が受講。高齢者
を取り巻く状況と、地域の支え合い活動
の現状や、高齢者の身体と心の変化など
４つ講義を修了した受講生らは、今後、
健康長寿サロンや希望されるボランティ
ア活動の情報紹介を通じて高齢者の暮ら
しをサポートします。支え合い活動につ
いてのお問い合わせは、区社協まで。

・・・　地域支え合い活動入門講座 開催　・・・
人生 100 年といわれる時代、退職後に何かやってみたい方を応援するため、

男性限定の「昭和おやじのちょっとやってみよう講座」を開催します。住み慣
れた地域で「生きがいづくり」「仲間づくり」のため、何か一緒に活動を始め
てみませんか？ご参加をお待ちしております。

　●日　時：1/21、1/28、2/4、2/18、2/25（5 回連続講座）
　　　　　　10 時～ 12 時
　●定　員：15 名（事前申込制）
　　　　　　場所、内容等詳細はお問い合わせください。

・・・　地域支え合い活動創出コーディネーターって？ ・・・
京都市が地域で高齢者を支えていくために必要な生活支援サービスの創出や

担い手の養成、ネットワークの構築を目的として各区社会福祉協議会に配置し
ているコーディネーターです。

　聞こえない、聞こえにくい方のために、話の内容を
書いて伝えるボランティア活動があります。

日　時　平成 31 年 2 月 9 日（土）午後 1 時半～ 3 時半
場　所　コミュニティ嵯峨野（JR 嵯峨嵐山駅下車すぐ）
対　象　要約筆記に関心のある方
参加費　無料
定　員　20 名
申し込み締切　平成 31 年 2 月 6 日（水）
申し込み・問い合わせ
　右京区社協・右京区ボランティアセンター
主　催　京都市中途失聴・難聴者協会右京支部
協　力　右京区社協・京都市要約筆記サークル「かたつむり」

右京区ボランティアセンター
　ボランティアセンターでは「ボランティアしたい・してほしい・学びたい」などの
ボランティアに関する相談を受付けています。その他にも、活動に必要な保険の加入
手続き、助成金情報、車椅子の貸出をおこなうなど様々な支援をおこなっています。

ボランティア相談受付時間

月～金曜日　9：00～ 17：00　（夜間、土日祝日は FAXでも可）
TEL：075-865-8567　FAX：075-865-8569
住　所　右京区太秦森ヶ前町22-3
ホームページ　http://www.ukyoku-syakyo.net

防災の日、災害に備える　被災者とボランティアをつなぐ災害ボランティアセンター

ボランティア入門講座 受講者募集

要約筆記講座　受講者募集

◦ 地域であなたの「出番」を応援！◦

西高瀬川

御池通

バス停太秦天神川

地下鉄
太秦天神川駅

嵐電天神川駅

バス停蚕の社

三条通

川
　
神
　
天

通
川
神
天

（右京中央老人福祉センター 2F）

右京区役所
（サンサ右京）

交番

右京区社協

：1/21、1/28、2/4、2/18、2/25（5 回連続講座）

ボランティアって？
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こんにちは！こちら京都市うずまさ学園です。

京都市うずまさ学園
「就労継続支援Ｂ型」をご紹介します。

赤い羽根共同募金
共同募金は地域福祉活動における大事な財源となっています。皆様からの貴重な募金は京都府共同募金会に届けられ、高齢者、障

害児者、子育て支援等の福祉活動に助成されます。平成 29 年度は、9,185,311 円の配分を受けて各々の活動に助成しました。今年も
10 月 1 日より赤い羽根共同募金運動が展開されています。引き続き、共同募金へのご理解・ご協力の程、よろしくお願いいたします。

引き続き皆様の温かいご支援・ご協力をお願い申し上げます。

京都市うずまさ学園パン工房『ジョリ・フルール』の人気商品「シフォンケーキ」に新作のチョ
コ味が登場しました。シフォンケーキと言えば、ふわふわでやわらかい食感が売りなのですが、
今回のチョコシフォンは、生地にチョコチップを混ぜ込み、荒切りのアー
モンドとくるみをトッピングするという斬新な商品で、チョコのほろ苦
さとナッツの香ばしさがベストマッチの一度食べたら癖になること間違
いなしの商品となっております。

価格は 1/4 カット・・・160 円／ホール・・・600 円となっております。
各所イベントや第 1 月曜及び毎週火曜・金曜はサンサ右京 1 階の MACHIKO でも販売してお
りますので、お近くにお越しの際は是非お立ち寄りください。また、お電話でのご注文も承っ
ておりますのでお気軽にお問い合わせください。

京都市うずまさ学園「就労継続支援 B 型」は、障がいがあって一般の事業所で働くことが
困難な方に対して仕事を提供し、「働く喜び」を感じていただける施設となっています。製菓・
製パン作業・販売や企業様から頂いたお仕事（箱折り・工業用部品の組み立て・お菓子の袋詰
め等）の仕上げ等幅広い仕事があり、その中から選択していただけます。

ご利用定員は 45 名なのですが、現在、若干名の空きがございます。一緒に充実した毎日を
過ごしたいという方、興味があるという方、見学も随時受付けておりますので、お気軽にお問
合せください。

お問い合わせ先：京都市うずまさ学園
　　　　　　　　TEL：873-5353　FAX：864-4753

福祉屋台が大盛況
10 月に開かれた福祉屋台では、「お客さんの期待に応えたい」と洗礼されたデザインと購入しやすい価格設定などどこの障害者施設

も独自の工夫を凝らした自主製品を増やし今年もっとも多い９つの施設が出店しました。商品開発と販売を通じてお客さんとの出会
いに利用者と職員らは喜んでいます。見るだけでも楽しいサンサ右京での福祉屋台は、1 月 24 日（木）・2 月 28 日（木）ともに午前
10 時～ 16 時に開催します。ぜひ、お立ち寄りいただき障害のある人たちの就労施設を応援してください。

～U－ネット（右京障害者就労・生活事業所ネットワーク）～

認知症　不安や寂しさを抱え込んでいませんか？
右京区にはあなたを支える支援者がたくさんいます。

認知症はだれでもかかりうる病気です。少しでも早く相談することと積極的に
外出して、お話しすることで気分転換にもつながります。右京合同福祉センター
では、若年性認知症の方、認知症初期の方とご家族の居場所「おれんじサロン右京」
を毎月１回開いています。同サロンは福祉の専門職と認知症あんしんサポーターが運営していますので、安心して過ごせます。病気へ
の不安を少しでも取り除けるよう居場所づくりと相談支援をしています。同サロンに関するお問い合せは、右京区社協まで。


